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　このたび、はり師・きゅう師、あん摩マッサージ指圧師、柔道整復師の国家試験に合格された

皆さま、誠におめでとうございます。

　近年、国家試験は出題内容や形式の変化により、単なる知識の暗記だけでは対応できない、よ

り実践的かつ総合的な能力が求められるものへと変化してきています。そのような中で合格を勝

ち取られたことは、確かな知識と基礎的な臨床力を備えている証であり、大きな価値を持つもの

です。

　資格取得はスタートラインです。今後臨床の現場では、多様な患者さまや顧客に向き合うこと

となり、知識・技術に加えて判断力や倫理観、そして学び続ける姿勢が求められます。また、皆

さまがこれから関わっていく施術の業界は、行政、業界団体、医療業界そして多くの関連企業に

支えられています。また「健康で文化的な最低限度の生活を営む権利」を保証した日本国憲法第

25 条の理念にもとづく健康保険法の「療養費」にかかわることは、とても大切な事です。臨床

の知識と技術の研鑽にあわせて、こうした分野にも関心を持っていただきたいと思います。

　現在、業界は大きな変化の中にあり、施術者一人ひとりの資質と行動が、社会からの評価に直

結する時代となっています。その意味においても、高い倫理観を持ち、専門職としての責任を自

覚した行動、プロフェッショナリズムがこれまで以上に求められています。

　皆さまが専門職としての誇りを胸に、日々研鑽を重ね、患者さんと社会から信頼される存在と

してご活躍されることを心より期待しております。

特集　国家試験の動向から業界を読む

資格名 受験者数 合格者数 合格率

あん摩マッサージ指圧師 １０７０人     ９１０人 ８５．０％

はり師 ３９２０人 ２６３４人 ６７．２％

きゅう師　 ３８５８人 ２７２０人 ７０．５％

柔道整復師 ４４３４人 ３１７０人 ７１．５％

第 34 回　あはき柔整国家試験　結果発表

2月 21日	 あん摩マッサージ指圧師	 国家試験

2月22日	 はり師 ・きゅう師		 国家試験

3月　 1日	 柔道整復師	 	 国家試験

3月26日	 結果発表

(1)　2026 年 3 月 26 日
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国
家
試
験
の
動
向
か
ら
業
界
の
流
れ
を
読
む

◆
合
格
率
の
大
ま
か
な
推
移

　　

図
１
に
平
成
４
年
度
に
行
わ
れ
た
第

１
回
か
ら
令
和
３
年
度
、
第
30
回
ま
で

の
国
家
試
験
合
格
率
を
５
年
ご
と
の
平

均
値
で
表
し
た
グ
ラ
フ
で
示
し
ま
す
。

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
（
あ
マ
指

師
）
に
お
い
て
は
、
平
成
４
～
13
ま
で

は
88
％
前
後
、
14
年
以
降
は
85
％
前

後
で
安
定
し
た
推
移
を
示
し
て
い
ま

す
。
柔
道
整
復
師
は
平
成
４
〜
８
年
の

８
６
．
６
％
か
ら
平
成
29
〜
令
和
３
年

◆
合
格
率
が
下
が
る
要
因

　

合
格
率
を
下
げ
る
要
因
は
い
く
つ
か

推
測
さ
れ
ま
す
が
、
出
題
基
準
の
改
定

と
そ
れ
に
起
因
す
る
出
題
傾
向
や
難
易

度
の
変
化
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
で
は
平
成
30
年

に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
改
正
さ
れ
て
単
位
数

と
修
業
時
間
が
増
加
し
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
あ
は
き
師
で
は
令
和
２
年
度
、
柔

道
整
復
師
で
は
段
階
的
反
映
で
令
和
元

年
度
と
３
年
度
か
ら
改
定
出
題
基
準
に

則
っ
て
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
は
り
師
・
き
ゅ
う
師

　

図
２
に
過
去
15
年
の
合
格
率
を
グ
ラ

フ
で
示
し
ま
す
。
は
り
師

・
き
ゅ
う
師

で
は
、
平
成
23
と
29
年
度
が
特
徴
的
で

す
。
平
成
23
年
度
は
、
前
年
度
と
比
較

し
て
合
格
率
が
約
１
割
弱
低
下
し
ま
し

た
。
こ
の
年
は
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
標
準
経
穴
部

位
が
初
め
て
国
家
試
験
に
反
映
さ
れ
た

年
で
、
四
年
課
程
の
学
生
で
、
教
科
書

改
訂
前
「
経
絡
経
穴
学
」
の
授
業
を
終

え
て
し
ま
っ
た
者
や
既
卒
生
に
と
っ
て

は
難
易
度
が
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
平
成
29
年
度
に
は
、
は
り
師

の
６
３
．
５
％
ま
で
下
が
り
ま
す
。

　

は
り
師
と
き
ゅ
う
師
は
平
成
４
〜
13

年
の
間
は
82
％
前
後
、
そ
の
後
は
平
成

29
〜
令
和
３
年
の
70
％
前
半
あ
た
り
ま

で
下
が
り
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
よ
り
、

あ
マ
指
師
以
外
は
合
格
率
が
下
が
り
続

け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

図２．過去 15 年の合格率の推移
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図１、２のグラフは柔道整復研修試験財団および東洋療法試験研修財団の公開データをもとに作成した。
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図 1．平均合格率の推移



試
験
の
合
格
率
は
５
７
．
７
％
と
過
去

最
低
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
背
景
に

は
、
出
題
基
準
改
定
の
た
め
平
成
26
年

よ
り
傾
向
が
変
化
し
て
29
年
度
ま
で
段

階
的
に
難
易
度
が
上
が
り
続
け
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
調
整
さ
れ
た
の
か
翌

年
30
年
度
は
、
は
り
師
７
６
．
４
％
、

き
ゅ
う
師
７
８
．
５
％
ま
で
合
格
率
は

一
過
性
に
回
復
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

再
度
の
低
下
傾
向
を
示
し
ま
す
。
令
和

３
年
度
（
第
29
回
）
か
ら
は
問
題
数
が

１
６
０
か
ら
１
８
０
問
へ
と
増
や
さ
れ

ま
し
た
。
臨
床
医
学
各
論
、
経
絡
経
穴

学
（
ツ
ボ
）
、
東
洋
医
学
概
論
、
東
洋

医
学
概
論
な
ど
の
臨
床
に
大
き
く
関
係

す
る
科
目
の
問
題
数
が
増
加
し
た
の
で

す
。
と
く
に
、
経
絡
経
穴
は
従
来
の
13

か
ら
20
問
へ
と
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
合
格
率
は
70
％
前
半

か
ら
半
ば
あ
た
り
で
推
移
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

〇
柔
道
整
復
師

　

柔
道
整
復
師
の
合
格
率
は
、
こ
こ
15

年
は
波
を
う
ち
な
が
ら
下
が
り
続
け
、

過
去
10
年
の
平
均
は
６
１
．
９
％
と
低

い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
に

は
、
４
９
．
６
％
と
過
去
最
低
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
年
は
新
出
題
基
準
が
完

全
反
映
さ
れ
た
翌
年
の
試
験
で
、
傾
向

変
化
と
難
易
度
上
昇
の
影
響
が
う
か
が

え
ま
す
。
翌
年
回
復
し
た
も
の
の
、
６

年
に
は
５
７
．
８
％
と
６
割
を
切
る
値

と
な
り
ま
し
た
。

　

柔
道
整
復
師
の
国
家
試
験
の
問
題
数

は
、
あ
は
き
師
よ
り
も
先
の
令
和
２

年
度
（
第
28
回
）
よ
り
変
わ
り
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
必
修
問
題
が
30
か

ら
50
問
へ
と
増
や
さ
れ
て
２
３
０
か
ら

２
５
０
問
へ
と
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
は
き
師
は
そ
れ
ぞ
れ
６
割
以
上
の
正

答
が
合
格
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

柔
道
整
復
師
は
異
な
り
ま
す
。
必
修
問

題
50
問
は
８
割
以
上
、
一
般
問
題
は
６

割
以
上
の
正
答
で
合
格
と
な
り
ま
す
。

ゆ
え
に
必
修
問
題
の
正
答
が
８
割
に
満

た
な
い
場
合
は
一
般
問
題
で
点
数
を
得

ら
れ
て
も
不
合
格
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
平
成
30
年
の
「
柔
道
整
復
師
国
家

試
験
改
善
検
討
委
員
会
報
告
書
」
で
は

必
修
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
必
修
問
題
に
つ
い
て

「
①
柔
道
整
復
師
に
な
る
全
て
の
者
が

知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

問
う
出
題
内
容
と
す
る
。
②
従
来
の 

30
問
で
は
、
実
力
を
適
正
に
評
価
で
き

な
い
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
50
問
に
増
や

す
。
③
必
修
問
題
の
出
題
範
囲
を
「
柔

道
整
復
施
術
の
基
礎
」、「
保
険
診
療
に

関
す
る
知
識
」
及
び
「
関
係
法
規
に
関

す
る
知
識
」
と
す
る
。
」

　

そ
し
て
柔
道
整
復
師
と
し
て
の
臨
床

能
力
に
重
要
な
「
臨
床
実
地
問
題
」
と

「
柔
道
整
復
理
論
」
の
問
題
比
率
を
増

や
す
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
必

修
問
題
に
保
険
・
療
養
費
と
法
律
の
問

題
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興

味
深
い
で
す
。

〇
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師

　

平
成
４
年
か
ら
12
年
度
ま
で
は
87
～

92
％
の
間
で
推
移
、
そ
れ
以
後
は
令
和

６
年
ま
で
85
％
前
後
を
横
ば
い
に
推
移

し
、
長
期
的
に
は
大
き
く
上
下
せ
ず
安

定
し
て
お
り
柔
道
整
復
師
や
は
り
師
・

き
ゅ
う
師
の
よ
う
な
複
雑
な
動
態
は
示

し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
難
易
度
は
調
整
さ
れ
て
い
る
？

　

合
格
率
が
変
動
す
る
大
き
な
要
因

に
、
養
成
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
そ

し
て
出
題
基
準
や
問
題
数
増
な
ど
形
式

変
化
に
伴
う
難
易
度
変
化
に
起
因
す
る

こ
と
は
、
容
易
に
推
測
で
き
ま
す
。
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
の
目
的
に
つ
い
て

は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
改
善
検
討
会
報

告
書
に
て
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
あ
は
き
師
に
つ
い
て
は

「（
前
略
）
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
の
学
校

養
成
施
設
は
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

平
成
28
年
度
（
中
略
）
平
成
10
年
度
（
中

略
）
と
比
べ
、
約
６
倍
の
増
加
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
昨
今
の
診
療
報
酬
等

の
不
正
請
求
に
対
し
て
、
あ
は
き
師
に

つ
い
て
も
開
業
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ

と
か
ら
、
養
成
段
階
で
の
教
育
の
充
実

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

あ
は
き
師
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、（
中
略
）
よ
り
質

の
高
い
あ
は
き
師
の
養
成
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
本
検
討
会
で
は
、

国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
質
の
高

い
あ
は
き
師
を
養
成
す
る
た
め
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
臨
床
実
習
の
在
り

方
、
専
任
教
員
の
要
件
な
ど
の
認
定
規

則
の
改
正
を
含
め
た
見
直
し
に
つ
い
て

（
中
略
）、
そ
の
結
果
を
報
告
書
と
し
て

と
り
ま
と
め
た
。
」

(3)　2026 年 3 月 26 日
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育
に
お
い
て
は
、
養
成
施
設
の
急
増
と

い
う
状
況
を
背
景
に
、
教
育
の
質
の
低

下
や
療
養
費
の
不
正
と
い
っ
た
課
題
が

指
摘
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中

で
、
よ
り
質
の
高
い
あ
は
き
師
・
柔
道

整
復
師
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
国
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
得

る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え

方
に
も
と
づ
き
整
備
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
も
と
で
、
十
分
な
能
力
が
身
に

つ
い
て
い
る
か
を
評
価
し
、
資
格
と
し

て
認
定
す
る
仕
組
み
が
国
家
試
験
で

す
。
試
験
の
出
題
基
準
や
構
成
も
、
こ

う
し
た
教
育
方
針
と
連
動
す
る
形
で
設

計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
国
家
試
験
で
は
、
単
純
な
知

識
の
暗
記
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
複

合
的
な
問
題
や
、臨
床
に
即
し
た
出
題
、

い
わ
ゆ
る
症
例
問
題
が
重
視
さ
れ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
問
診
や
他
覚
的
所
見
、

検
査
所
見
な
ど
の
情
報
を
も
と
に
、
病

態
の
把
握
や
施
術
法
、
適
応
の
鑑
別
を

導
き
出
す
と
い
っ
た
、
臨
床
推
論
能
力

を
問
う
問
題
が
多
く
出
題
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

図 3．受験者数の推移

び
柔
道
整
復
師
の
受
験
者
は
、
平
成
13

年
度
を
境
に
19
年
度
に
か
け
て
急
激
な

増
加
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
の
は
り
師
・
き
ゅ

う

師

の

受

験

者

は

そ

れ

ぞ

れ

２
６
４
５
・
２
６
１
３
人
、
そ
し
て
柔

道
整
復
師
は
１
４
３
９
人
だ
っ
た
の
が

新
設
養
成
校
の
急
増
に
伴
い
平
成
19
年

度
に
お
い
て
は
、
は
り
師
・
き
ゅ
う
師

が
５
５
６
１
・
５
５
３
９
人
と
２
．
１

倍
、柔
道
整
復
師
は
６
７
０
２
人
の
４
．

７
倍
と
爆
発
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

以
降
、
柔
道
整
復
師
は
平
成
27
年
度

ま
で
６
５
０
０
～
７
１
０
０
人
あ
た
り

で
推
移
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
低
下

し
て
令
和
６
年
度
に
は
４
５
１
３
人
に

ま
で
下
が
り
ま
し
た
。
は
り
師
・
き
ゅ

う
師
は
急
増
の
山
と
な
っ
た
平
成
19
年

度
を
境
に
低
下
し
、
令
和
６
年
度
に

は
４
０
９
４
人
に
ま
で
下
が
り
ま
し

た
。
有
資
格
者
の
飽
和
そ
し
て
少
子
化

な
ど
に
よ
る
学
生
の
減
少
に
伴
っ
て
淘

汰
が
起
こ
り
、
定
員
削
減
、
募
集
停
止

そ
し
て
廃
校
す
る
養
成
施
設
が
増
え
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

　

発
端
と
な
っ
た
の
は
、
規
制
緩
和
で

す
。
従
来
は
柔
道
整
復
師
の
需
給
調
整

を
理
由
に
養
成
校
の
新
設
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
48

◆
受
験
者
数
の
増
加
と
背
景

　

図
３
に
受
験
者
数
推
移
の
グ
ラ
フ
を

示
し
ま
す
。
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
お
よ

裁判勝訴

養成校急増に連動
して受験者も急増

柔道整復研修試験財団および東洋療法試験研修財団の公開データをもとにグラフを作成した。

〇
柔
道
整
復
師
に
つ
い
て
は

「
（
前
略
）
学
校
養
成
施
設
は
大
幅
に
増

加
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
（
中
略
）

平
成
10
年
度
（
中
略
）
と
比
べ
、
約
８

倍
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
11
月
に
は
、
柔
道
整
復
師
の
診
療
報

酬
に
当
た
る
「
療
養
費
」
を
不
正
受
給

し
た
と
し
て
、
反
社
会
的
勢
力
や
接
骨

院
な
ど
の
関
係
者
十
数
人
が
詐
欺
容
疑

で
逮
捕
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
件
も
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
柔
道
整
復
師
を
取

り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
学
校
養
成
施
設
に
お
け
る
臨
床
実

習
の
充
実
等
を
通
じ
た
、
柔
道
整
復
師

の
質
の
向
上
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
本
検
討
会
で
は
、
国

民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
質
の
高
い

柔
道
整
復
師
を
養
成
す
る
た
め
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
改
善
、
臨
床
実
習
の
在
り

方
、
専
任
教
員
の
要
件
な
ど
の
指
定
規

則
の
改
正
も
含
め
た
見
直
し
に
つ
い
て

幅
広
く
検
討
す
る
た
め
、
（
中
略
）
そ

の
結
果
を
報
告
書
と
し
て
と
り
ま
と
め

た
。
」

〇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
善
と
国
家
試
験

　

あ
は
き
師
お
よ
び
柔
道
整
復
師
の
教
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合
格
者
が
反
映
さ
れ
る
平
成
14
年
を
１

と
し
て
変
化
率
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の

が
図
５
と
な
り
ま
す
。
平
成
12
年
年
度

と
比
較
し
て
24
年
後
の
令
和
６
年
度
で

は
、
は
り
師
は
１
．
８
、
き
ゅ
う
師
は

１
．
９
、
柔
道
整
復
師
は
２
．
６
倍
の

増
加
を
示
し
、対
し
て
あ
マ
指
師
は
１
．

２
倍
の
増
加
に
留
ま
り
ま
し
た
。　

◆
就
業
者
数
の
推
移

　

資
格
を
取
得
し
て
就
業
し
て
い
る

人
々
の
動
態
は
ど
う
な
の
で
し
ょ
う

か
？
図
４
に
各
資
格
の
就
業
人
数
の
推

移
を
示
し
ま
す
。　

第
１
回
の
国
家
試

験
が
行
わ
れ
た
平
成
４
年
度
以
降
、
は

り
師
・
き
ゅ
う
師
、
柔
道
整
復
師
と
も

に
増
加
の
一
途
を
示
す
の
に
対
し
て
あ

マ
指
師
は
非
常
に
緩
や
か
な
微
増
で

す
。
養
成
校
の
増
加
に
伴
う
受
験
者
数

の
急
増
の
影
響
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た

め
に
、
急
増
す
る
前
の
平
成
13
年
度
の

図５．就業人数の増加率
図４、５のグラフは、厚生労働省の衛生行政報告例にて公開されているデータをもとに作成した。
２年に一度の調査のため、グラフの数字は 2年ごとのものである。

◆
国
家
試
験
の
難
化
は

　
　
　
　
　
　

質
向
上
へ
の
プ
ロ
セ
ス

　

養
成
施
設
の
増
加
に
伴
う
受
験
者
数

の
増
加
と
そ
の
後
の
減
少
、
さ
ら
に
は

就
業
者
数
の
増
加
と
い
っ
た
こ
こ
四
半

世
紀
の
動
向
は
業
界
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

や
療
養
費
請
求
を
め
ぐ
る
環
境
に
も
影

響
を
与
え
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
改
正
や
出
題
基
準
の
見
直
し
と
連
動

し
な
が
ら
変
化
し
て
き
た
国
家
試
験

は
、
受
験
者
の
能
力
を
評
価
し
て
資
格

を
認
定
す
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
養
成
校
の
新
設
が
抑

制
さ
れ
て
き
た
あ
マ
指
師
の
合
格
率
が

高
い
水
準
で
安
定
し
、
就
業
者
数
の
増

加
も
比
較
的
緩
や
か
で
あ
る
点
は
重
要

年
以
降
は
新
規
の
養
成
校
の
指
定
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
よ
う

な
中
、
新
設
養
成
校
の
不
指
定
処
分
を

不
服
と
す
る
裁
判
の
判
決
が
平
成
10
年

に
あ
り
、
指
定
基
準
が
充
た
さ
れ
る
以

上
は
養
成
施
設
の
指
定
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
の
司
法
判
断
で
国
が

敗
訴
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
柔
道

整
復
師
そ
し
て
は
り
師
・
き
ゅ
う
師
養

成
施
設
の
新
設
が
急
増
し
た
の
で
す
。

　

あ
マ
指
師
の
受
験
者
は
平
成
14
年

度
の
２
４
５
４
人
あ
た
り
か
ら
緩
や

か
に
低
下
を
始
め
、
令
和
６
年
度
の

１
１
６
０
人
に
至
っ
て
い
ま
す
。

で
す
。
国
家
試
験
は
人
材
の
質
の
担
保

に
加
え
結
果
と
し
て
一
定
の
選
抜
機

能
、
さ
ら
に
は
需
給
に
影
響
を
及
ぼ
す

側
面
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
国
家
試
験
の

難
化
の
流
れ
は
単
な
る
資
格
者
数
の
抑

制
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
期
待

さ
れ
る
資
質
を
備
え
た
施
術
者
を
適
切

に
評
価
す
る
と
い
う
本
来
の
役
割
を
強

化
す
る
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
業
界
全
体
の

資
質
向
上
を
図
る
上
で
の
必
然
的
な
プ

ロ
セ
ス
の
一
端
と
捉
え
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
業
界
の
発
展
が
広
く
社
会
貢

献
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

(

編
集
部)
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